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１級管工事施工管理技士受験準備講習

　道空衛では、有資格者を養成するため、毎年、学科と実地の受験準

備講習会を実施しております。令和５年度は、札幌、オホーツク支部

で講習会を開催しました。

　学科受講者は、札幌とオホーツク支部合わせて47名で、その内41

名が受験しましたが、合格者は15名でした。実地は受講者22名の内、

19名が受験して12名が合格となり、合格率は全国や全道平均を大幅

に上回りました。

　この講習会の学科については、オホーツク支部で継続開催し、今年

度からは釧根支部でも実施をすることになり、両会場とも既に終了し

ました。また、札幌でも今年度の募集は終了しましたが、実地につい

ては、これから開催する予定ですので、多数の皆様の受講をお待ちし

ております。

　なお、他の支部でも開催希望がある場合は事務局にご連絡ください｡
2



　道空衛では、毎年新入社員向けに社会人としての心構えや接遇・電話対応などの基本的なマナー研修を実施し

ているほか、技術者向けの研修会も下記の通り実施して技術力の向上に寄与するよう努めています。

◆令和５年度　技術系新入社員研修会（２班に分けて２回実施）

　開催日時：①令和５年９月12日（火）～ 14日（木）

　　　　　　②令和５年９月19日（火）～ 21日（木）

　開催場所：北海道設備会館 ２階 大会議室

　受 講 者： 5１名（ 2５社）　① 2４名　② 2７名

　【１日目】講師：朝日工業社㈱北海道支店  技術部長　長崎  伸一 様

　　　　　　  ■講話「これからの空調衛生工事業と若手技術者への期待」

　　　　　　講師：関口技術士事務所  所長　関口  正博 様

　　　　　　  ■現場代理人の役割・現場業務の実態

　　　　　　  ■空調設備の概要、空調方式、冷暖房方式

　　　　　　  ■凍結防止対策、雪冷房、熱源・蓄熱システム、コジェネレーション

　【２日目】講師：関口技術士事務所  所長　関口  正博 様

　　　　　　  ■配管、ポンプ、送風機、ダクト

　　　　　　講師：たかまつ技術士事務所  代表　髙松  康二 様

　　　　　　  ■建築設備と地球環境問題との関わり　　  ■衛生設備の概要

　【３日目】講師：たかまつ技術士事務所  代表　髙松  康二 様

　　　　　　  ■給水、給湯、排水通気、衛生設備、消火、ガス

　　　　　　  ■寒冷地の設備技術　　  ■建築図面の見方、設備図面の見方・書き方

◆令和５年度　技術系新入社員ステップアップ研修会（２か所の会場で開催）

＜釧根支部開催＞

　開催日時：令和５年４月26日（水）～ 27日（木）

　開催場所：釧路プリンスホテル

　受 講 者： 2４名（ 1３社）

＜札幌開催＞

　開催日時：令和５年10月11日（水）～ 12日（木）

　開催場所：北海道設備会館 ２階 大会議室

　受 講 者： 2２名（ 1６社）

　【１日目】講師：関口技術士事務所  所長　関口  正博 様

　　　　　　  ■モデル建築図面解説（熱負荷計算の準備）　　■空調設備技術計算 　  ■冷暖房設備技術計算

　　　　　　  ■換気設備技術計算　　  ■トラブル事例と適用法規（空調関係）　　■空調施工の留意点

　【２日目】講師：たかまつ技術士事務所  代表　髙松  康二 様

　　　　　　  ■衛生設備技術計算　　  ■消火設備技術計算　　  ■トラブル事例と適用法規（衛生関係）

　　　　　　  ■衛生施工の留意点

テ ー マ：『リーダーとして大切にしていること』

開催日時：令和５年10月18日（水）

開催場所：京王プラザホテル ３階 雅の間

講　　師：元アイスホッケー女子 日本代表キャプテン　大澤  ちほ 様

　池田会長の開催挨拶に続き、第１部として、元アイスホッケー女子 日本代表キャプテン  大澤 ちほ様を講師

にお招きし､『リーダーとして大切にしていること』と題し、講演をしていただきました。

　女子アイスホッケー日本代表は３大会連続で冬季五輪に出場し、その代表チームのキャプテンとして３大会出

場した経験を映像とともにリーダーとして実践したこととして伝えていただきました。企業のリーダーとして奮

闘している参加者にとっては、とても参考になったと思います。

　第２部は鈴木副会長の乾杯で親睦交流会がスタートし、恒例の賛助会員アピールタイムがあり、終始和やかな

雰囲気で参加者の約60名が交流を深めました。

　本年度も会員と賛助会員が親睦を深める場を提供していきますので、たくさんの参加をお願いします。
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札幌市動物愛護管理センター

あいまるさっぽろ
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省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
ア
ー
ス
チ
ュ
ー
ブ
で
す
が
、
積
極
的

に
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
て
い
る
こ
と
を
地
域
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
目
的
で
建

物
の
入
口
付
近
の
目
立
つ
場
所
に
給
気
塔
を
配
置
し
ま
し
た
。

　

竣
工
後
、
最
も
外
気
温
が
低
か
っ
た
１
月
20
日
〜
1
月
23
日
の
実
測
デ
ー
タ
は

グ
ラ
フ
①
の
通
り
と
な
り
ま
す
。
１
月
21
日
の
デ
ー
タ
を
見
る
と
、
マ
イ
ナ
ス
10
・

５
℃
の
外
気
温
が
ア
ー
ス
チ
ュ
ー
ブ
に
よ
り
暖
め
ら
れ
、
出
口
温
度
は
２
・
４
℃

に
上
昇
し
ま
し
た
。
Δ
ｔ
は
13
℃
と
な
り
ま
す
。
外
気
温
の
変
動
に
対
し
、
ア
ー
ス

チ
ュ
ー
ブ
の
出
口
温
度
は
外
気
温
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
平
均
３
℃
〜
５

℃
程
度
で
建
物
導
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
す
。
そ
の
一
次
加
熱
さ
れ
た

も
の
を
、
さ
ら
に
ロ
ス
ナ
イ
で
熱
交
換
を
行
っ
て
お
り
、
ロ
ス
ナ
イ
の
熱
交
換
に

よ
り
、
二
次
加
熱
を
行
い
、
室
内
に
吹
出
す
温
度
は
16
・
９
℃
で
す
の
で
熱
交
換

さ
れ
た
Δ
ｔ
は
14
・
５
℃
程
度
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

エ
ア
コ
ン
で
外
気
を
暖
め
る
温
度
は
わ
ず
か
５
℃
程
度
な
の
で
、
換
気
に
よ
る

負
荷
が
非
常
に
少
な
い
こ
と
が
グ
ラ
フ
①
に
よ
り
確
認
で
き
ま
す
。

■施設概要
・施 設 名　札幌市動物愛護管理センター
　　　　　 （愛称：あいまる さっぽろ）
・建 設 地　札幌市中央区北22条西15丁目3-6
・主要用途　事務所兼畜舎
・規　　模　地上2階
・主体構造　木造
・建築面積　702.4㎡
・延べ面積　999.4㎡
・工　　期　令和4年10月～令和5年9月
・発 注 者　札幌市都市局
・建築設計／監理　株式会社アトリエアク
・設備設計／監理　株式会社高木設計事務所
・施　　工　建　　築　伊藤組土建株式会社
　　　　　　電気設備　拓北電業株式会社
　　　　　　機械設備　株式会社ふじ研究所
　　　　　　ＥＶ設備　フジテック株式会社

アースチューブ施工写真

太陽電池モジュール

リチウムイオン蓄電池

グラフ①  アースチューブによる換気負荷の実測データ

グラフ②  消費エネルギー量の実測データ（2023/11/1～2024/2/29）
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地中熱HP

アースチューブ

壁埋設配管

執務室表面温度

T-GMSイメージ

T-Green Multi Solar内観

PV設備配置図

年間一次エネルギー消費量比較 ZEBチャートによる評価

【建築概要】

○所 在 地：古平郡古平町大字浜町50番地

○敷地面積：8,861.57㎡

○建築面積：1,322.59㎡

○延床面積：3,887.03㎡

○構造･階数：RC造（一部SRC造）･ 地上3階

○施工期間：2020年4月～2022年2月

○建 築 主：古平町

○設計監理：大成建設㈱一級建築士事務所

○施　　工：大成建設㈱札幌支店

【設備概要】
○熱源設備：地中熱HPチラー（10kW）×17台
　　　　　　ビル用マルチエアコン（67kW、77.5kW、40kW）
　　　　　　各1台
　　　　　　ボアホール（ダブルUチューブ）75m×36本
○空調設備：執務室、ロビー（壁･床冷暖房）
　　　　　　図書館、大ホール他（マルチエアコン）
○換気設備：全熱交換器付外調機、アースチューブ・クール／
　　　　　　ヒートピット
○給水設備：受水槽+加圧給水ポンプ
○給湯設備：局所式電気温水器
○消火設備：屋内消火栓
○照明設備：LED照明500Lx、明るさ･人感センサによる調光
○PV設備：単結晶型14kW、ガラス一体型12.4kW

フロートガラス＋発電素子
＋フロートガラス(合わせガラス)

＋空気層12＋Low-Eガラス

899

古平町複合施設 北海道初のNearly ZEBの古平町複合施設 北海道初のNearly ZEBの
実現とカーボンニュートラルに向けた取組み実現とカーボンニュートラルに向けた取組み
古平町複合施設 北海道初のNearly ZEBの
実現とカーボンニュートラルに向けた取組み



株式会社工成舎　武田  和晃  Kazuaki Takeda

　札幌市出身。青山建築デザイン・医療事務専門学校を卒業後、2020年株式会社

工成舎に入社。現場担当者として、伏古団地Ａ６号棟新築工事、青少年科学館

改修工事に従事。

　現在、札幌コンベンションセンター改修工事の現場に配属され、一流の技術

者になる為に奮闘中！  趣味はキャンプ、スノーボード、ドライブ。

　朝は現場に直接出勤。スタートする前に、その日作業をする職人さん全員に参加してもらい､

朝礼を行います。この場で当日の作業内容と現場全体のスケジュールを説明します。また、他

業者の作業も同時に進行するため危険箇所の周知をしたり、作業をする職人さんと顔を合わ

せて体調確認をすることで、安全作業を徹底します。多くの人が協力して１つのものを完成

させるという建設業の特性上、朝礼の場で全員の意識を統一することは、非常に重要です。

札幌コンベンションセンター

　このコーナーも5回目の掲載（※1回目は第49号、2回目は第50号、3回目は第52号、4回目は第53号に掲載）
となりましたが、今回は「今まで以上に現場の生の声を」をテーマに、実際に施工されている工事現場に足を運び
実践的な空気感を持ってきました。リアルに稼働している現場の視点から見た今までにない発見を得て、更に建築
設備業界の理解を深めていただきたく思います。

　今まで設計図という言葉は聞いたことがあると思いますが、「施工図」という言葉を聞いた

ことがある方は少ないと思います。簡単に説明しますと、設計図とはお客さま向けに描かれ

たデザイン図で、施工図とは実際に作業する職人さんのために使用部材の形状や寸法などが

細かく描かれた組み立て説明図です。この施工図を作成するためには職人さんが無理なく効

率よく作業できるように心がける必要があるため、まさに現場の生の声に触れながら日々作

られている仕事です。

　現場を巡回し、危険箇所はないか・予定通りに作業が進んでいるかを確認し、職人さんに

指示を出します。作業の手順や作業状況を記録するための写真撮影も大事な仕事です。親と同

じくらいの年齢の経験豊富な会社の上司や他社の方々と関わって仕事を進めていくこともあ

り、大変な面もありますが、皆さん本当に優しく接してくださるので、楽しさを感じること

の方が多いです。

　施工図の作成でも触れましたが、この仕事は日々現場からの生の声を聞くため、打合せは

最も大切な仕事の一つです。多くの人たちの協力によって建物は作られるため、良い仕事を

するためには良好な人間関係を築くことが必要です。作業効率を上げることはもちろん､

みんなが快適で働きやすい環境を作るために、単なる情報の伝達だけでなく、一人ひとりの

意見が反映できるように建設的なコミュニケーションを取って雰囲気が良い職場作りに努め

ています。

　今回は本当の現場の生の声から建築設備業界の理

解を深めていただきました。

　いつもこのコーナーで着目しているものは「人」で

す。特に２回目（第50号）では「人と人との相互作用｣

について触れましたが、これから建築設備業界が新

時代に適応していくためにはみんなで協力し合って

いくことが不可欠です。今回は現場の空気感の全体像

をご紹介しましたが、これからは更に人と人との関

係性を深く掘り下げて建築設備業界のことをご紹介

させていただきたく思います。　　　（次号へ続く）

Ｑ　 もし、学生から「この仕事の魅力は何ですか」と聞かれたら何と答えま

すか？

Ａ　 職人・他業種の方など多くの方々と協力して、良い建物を完成させるこ

とが魅力の一つですが、工事終盤の試運転・調整を何事もなく終えるこ

とができたときが、一番達成感を感じる瞬間です。また、工事が終わっ

た後に完成した建物を見た時、とても誇らしく思います。

Ｑ　 入社してから今まで、良かったと感じたことや嬉しかった出来事を教え

て下さい。

Ａ　 ２､３年目の時に青少年科学館改修工事の現場に配属されました。知識

・経験不足により自分の仕事が滞ることもあり、正直きついことも多

かったです。しかし、最後の検査でお客さまである札幌市の方に、担当

業務である工事写真、書類等を褒めていただきました。また、「将来い

い技術者になれるからこれからも諦めずに続けて下さいね」という声を

かけていただき、本当に嬉しかったです。

Ｑ　 仕事とプライベートの両立はできていますか。休日をどのように過ごし

ていますか？

Ａ　 アウトドア系の趣味が多く、夏はランニング、 キャンプ、冬はスノーボー

ドに行き、リフレッシュしています。最近車を購入したので、遠出して

車中泊を楽しんでいます。
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◆
が
ん
は
日
本
人
の
死
因 

第
１
位

　

不
治
の
病
と
し
て
明
治
時
代
か
ら
長
期
に
わ
た
っ
て
恐
れ

ら
れ
た
結
核
は
、
治
療
薬
の
普
及
や
食
生
活
・
衛
生
環
境
の

改
善
に
よ
っ
て
減
少
し
、
昭
和
26
年
に
は
結
核
に
代
わ
っ
て

脳
血
管
障
害
が
日
本
人
の
死
因
第
１
位
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
脳
血
管
障
害
も
生
活
習
慣
や
高
血
圧
の
対
策
な
ど
予
防
医

学
の
普
及
や
治
療
法
の
進
歩
に
よ
っ
て
死
者
数
が
減
少
し
、

昭
和
56
年
か
ら
現
在
ま
で
悪
性
新
生
物
（
＝
が
ん
）
が
日
本

人
の
死
因
第
１
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
一
生
の
う
ち
２
人
に
１
人
は
が
ん
に
な
る
時
代

　

一
生
の
う
ち
に
あ
る
病
気
と
診
断
さ
れ
る
確
率
を
生
涯
累

積
罹
患
リ
ス
ク
と
い
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
人
口
動
態
統
計
や

が
ん
患
者
登
録
調
査
を
用
い
て
数
理
的
に
算
出
し
ま
す
。
表

１
は
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
の
デ
ー
タ
を
元
に
作
成
し
た

累
積
が
ん
罹
患
リ
ス
ク
の
表
で
す
が
、
現
在
40
歳
の
男
性
を

例
に
と
る
と
、
60
歳
ま
で
に
６
・
６
％
、
70
歳
ま
で
に
20
・

８
％
、
生
涯
の
う
ち
に
66
％
は
が
ん
と
診
断
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
ま
た
一
生
の
う
ち
に
あ
る
病
気
で
死
亡
す
る
確

率
を
生
涯
累
積
死
亡
リ
ス
ク
と
い
い
ま
す
が
、
こ
ち
ら
は
人

口
動
態
調
査
の
結
果
な
ど
を
用
い
て
算
出
さ
れ
ま
す
。
表
２

は
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
の
デ
ー
タ
を
元
に
作
成
し
た
累

積
が
ん
死
亡
リ
ス
ク
の
表
で
す
。
男
性
の
お
よ
そ
４
人
に
１

人
、
女
性
の
お
よ
そ
６
人
に
１
人
は
が
ん
で
死
亡
し
ま
す
。

医
学
は
日
進
月
歩
で
進
歩
し
て
お
り
、
最
近
の
調
査
に
よ
る

と
が
ん
全
体
の
生
存
率
は
約
60
％
ま
で
改
善
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
す
い
臓
な
ど
早
期
発
見
が
難
し
く
生
存
率

が
低
い
部
位
の
が
ん
が
あ
る
こ
と
、
ど
ん
な
部
位
の
が
ん
で

も
進
行
す
る
と
治
療
が
難
し
く
、
治
療
に
よ
る
体
の
負
担
も

大
き
く
な
る
こ
と
な
ど
依
然
と
し
て
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま

す
。

◆
が
ん
の
罹
患
数
と
死
亡
数

　

が
ん
は
全
身
の
あ
ら
ゆ
る
部
位
に
発
生
す
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
が
、
日
本
人
は
ど
の
部
位
の
が
ん
が
多
い
の
で

し
ょ
う
か
？
図
１
と
図
２
は
主
な
部
位
の
が
ん
に
つ
い
て

２
０
１
９
年
に
新
た
に
診
断
さ
れ
た
数
（
罹
患
数
）
を
男
女

別
に
グ
ラ
フ
で
表
し
た
も
の
で
す
。
こ
れ
を
見
る
と
、
男
性

は
前
立
腺
が
ん
、
大
腸
が
ん
、
胃
が
ん
の
順
に
罹
患
数
が
多

く
、
女
性
は
乳
が
ん
、
大
腸
が
ん
、
肺
が
ん
の
順
に
罹
患
数

が
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
ま
た
日
本
人
は
ど
の
部
位
の

が
ん
で
亡
く
な
る
方
が
多
い
の
で
し
ょ
う
か
？
図
３
と
図
４

は
主
な
部
位
の
が
ん
に
つ
い
て
２
０
２
１
年
の
死
亡
数
を
男

女
別
に
グ
ラ
フ
で
表
し
た
も
の
で
す
。
男
性
で
は
肺
が
ん
の

死
亡
数
が
圧
倒
的
に
多
く
、
次
い
で
大
腸
が
ん
、
胃
が
ん
、

す
い
臓
が
ん
、
女
性
で
は
大
腸
が
ん
、
肺
が
ん
、
す
い
臓
が

ん
、
乳
が
ん
、
胃
が
ん
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
が
ん
に
な
る
リ
ス
ク
を
減
ら
す 

生
活
習
慣

　

偏
っ
た
食
生
活
、
運
動
不
足
や
喫
煙
、
飲
酒
な
ど
が
発
症

の
要
因
と
な
る
疾
患
を
生
活
習
慣
病
と
い
う
の
は
ご
存
じ
と

思
い
ま
す
。
高
血
圧
や
糖
尿
病
、
心
臓
病
や
脳
卒
中
と
同
様

に
、
が
ん
も
生
活
習
慣
病
の
一
つ
で
す
。

　

生
活
習
慣
や
環
境
と
が
ん
の
関
係
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で

多
く
の
調
査
・
研
究
が
行
わ
れ
て
お
り
、
国
立
が
ん
研
究
セ

ン
タ
ー
は
日
本
人
の
が
ん
予
防
に
と
っ
て
特
に
重
要
な
も
の

と
し
て
、「
禁
煙
」「
節
酒
」「
食
生
活
」「
身
体
活
動
」「
適

正
体
重
の
維
持
」「
感
染
」
の
６
つ
の
要
因
を
取
り
上
げ
て

い
ま
す
。

（
１
）
禁
　

煙

　

た
ば
こ
は
肺
が
ん
の
他
に
、
食
道
が
ん
、
す
い
臓
が
ん
、

胃
が
ん
、
肝
が
ん
、
子
宮
頸
が
ん
、
頭
頚
部
が
ん
、
膀
胱
が

ん
な
ど
、
多
種
類
の
が
ん
の
リ
ス
ク
を
高
め
ま
す
。
日
本
で

行
わ
れ
た
調
査
で
は
、
が
ん
に
な
っ
た
男
性
の
約
24
％
、
女

性
の
約
４
％
は
た
ば
こ
が
原
因
で
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
（B
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喫
煙
の
悪
影
響
は
年
数
が
長
い
ほ
ど
、
本
数
が
多
い
ほ
ど
大

き
く
な
り
ま
す
が
、
現
在
喫
煙
中
の
人
で
あ
っ
て
も
こ
れ
か

ら
禁
煙
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
が
ん
の
罹
患
や
死
亡
の
リ
ス
ク

が
低
下
し
ま
す
。
ま
た
他
人
の
た
ば
こ
の
煙
に
さ
ら
さ
れ
る

こ
と
を
受
動
喫
煙
と
い
い
ま
す
が
、
受
動
喫
煙
は
肺
が
ん
や

乳
が
ん
、
鼻
腔
・
副
鼻
腔
が
ん
と
の
因
果
関
係
が
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。
禁
煙
す
る
ま
で
の
間
も
喫
煙
専
用
ス
ペ
ー
ス
を

利
用
し
、
非
喫
煙
者
の
近
く
で
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
こ
と
、

ま
た
非
喫
煙
者
も
禁
煙
の
施
設
や
飲
食
店
を
利
用
し
ま
し
ょ

う
。
加
熱
式
た
ば
こ
に
関
し
て
は
、
発
が
ん
物
質
が
紙
巻
た

ば
こ
よ
り
少
な
い
と
い
う
報
告
が
あ
る
一
方
で
、
あ
る
種
の

有
害
物
質
が
紙
巻
た
ば
こ
よ
り
多
い
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま

す
。
喫
煙
を
始
め
て
が
ん
に
な
る
ま
で
は
20
年
以
上
か
か
る

こ
と
も
少
な
く
な
い
た
め
、
加
熱
式
た
ば
こ
と
が
ん
因
果
関

係
が
は
っ
き
り
す
る
ま
で
も
う
し
ば
ら
く
待
つ
必
要
が
あ
る

で
し
ょ
う
。

（
２
）
節
　

酒

　

「
酒
は
百
薬
の
長
」
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
「
適
量

の
範
囲
で
あ
れ
ば
」
と
の
条
件
が
付
き
ま
す
。
日
本
で
行
わ

れ
た
調
査
で
は
、
が
ん
に
な
っ
た
男
性
の
約
８
％
、
女
性
の

約
４
％
は
飲
酒
が
原
因
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
（B

u
rd
en
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）。
国
立
が
ん
研

究
セ
ン
タ
ー
は
日
本
人
を
対
象
と
し
た
研
究
か
ら
、
肝
臓
が

ん
、
大
腸
が
ん
、
食
道
が
ん
に
加
え
て
、
男
性
の
胃
が
ん
、

閉
経
前
女
性
の
乳
が
ん
の
リ
ス
ク
が
飲
酒
に
よ
っ
て
高
く
な

る
こ
と
を
報
告
し
て
い
ま
す
。
推
奨
さ
れ
る
１
日
あ
た
り
の

飲
酒
量
は
、
日
本
酒
な
ら
１
合
、
ビ
ー
ル
な
ら
大
瓶
１
本

（
633
㏄
）、
ワ
イ
ン
な
ら
グ
ラ
ス
２
杯
程
度
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
（
が
ん
予
防
法
の
提
示
２
０
２
２
年
８
月
３
日
改
定

版
）。

（
３
）
食
生
活

　

塩
分
濃
度
の
高
い
食
事
が
胃
が
ん
の
リ
ス
ク
を
高
め
る
こ

と
、
野
菜
・
果
物
の
摂
取
が
少
な
い
こ
と
が
食
道
が
ん
の
リ

ス
ク
を
高
め
る
こ
と
、
熱
い
飲
食
物
の
摂
取
が
食
道
が
ん
の

リ
ス
ク
を
高
め
る
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
で
す
。
毎
日
の
食
生
活

で
食
塩
摂
取
を
最
小
限
に
す
る
こ
と
（
目
標
は
１
日
あ
た
り

男
性
７
・
５
ｇ
以
下
、
女
性
６
・
５
ｇ
以
下
）、
野
菜
や
果
物

不
足
に
な
ら
な
い
こ
と
、
飲
食
物
を
熱
い
状
態
で
取
ら
な
い

こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

（
４
）
身
体
活
動
（
運
動
習
慣
）

　

日
本
人
を
対
象
と
し
た
調
査
で
、
日
頃
の
身
体
活
動
量
が

高
い
人
ほ
ど
男
性
の
大
腸
が
ん
、
肝
が
ん
、
膵
が
ん
、
女
性

の
胃
が
ん
の
リ
ス
ク
が
低
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
（
国

立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
多
目
的
コ
ホ
ー
ト
研
究
）。
国
際
的

な
評
価
で
は
、
子
宮
体
が
ん
や
閉
経
後
の
乳
が
ん
の
リ
ス
ク

も
下
が
る
よ
う
で
す
。
現
在
の
身
体
活
動
量
を
少
し
ず
つ
増

や
す
よ
う
心
が
け
て
、
ケ
ガ
や
持
病
の
悪
化
に
注
意
し
た
上

で
運
動
不
足
を
解
消
し
ま
し
ょ
う
。

（
５
）
適
正
体
重
の
維
持

　

太
り
過
ぎ
と
や
せ
過
ぎ
は
男
女
と
も
に
が
ん
を
含
む
す
べ

て
の
原
因
に
よ
る
死
亡
リ
ス
ク
を
高
め
る
こ
と
が
分
か
っ
て

い
ま
す
。
肥
満
度
の
指
標
で
あ
る
Ｂ
Ｍ
Ｉ

：

体
重
（
㎏
）
÷

身
長
（
ｍ
）
÷
身
長
（
ｍ
）
が
男
性
は
21
〜
27
、
女
性
は
21

〜
25
の
範
囲
と
な
る
よ
う
に
体
重
を
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

（
６
）
感
　

染

　

Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
が
肝
が
ん
、ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー

・
ピ
ロ
リ
菌
が
胃
が
ん
、
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ

Ｐ
Ｖ
）
が
子
宮
頸
が
ん
の
リ
ス
ク
を
高
め
る
こ
と
は
確
実
で

す
。
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
主
な
感
染
経
路
は
血
液
、
Ｂ
型

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
主
な
感
染
経
路
は
血
液
お
よ
び
性
的
接
触

で
す
。
一
度
は
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
検
査
を
受
け
て
、
感
染
し

て
い
る
場
合
は
専
門
医
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
Ｃ
型
肝

炎
は
近
年
登
場
し
た
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
に
よ
っ
て
ほ
と
ん
ど
の

感
染
者
で
体
内
か
ら
の
ウ
イ
ル
ス
排
除
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
・
ピ
ロ
リ
菌
は
口
か
ら
入
り
胃
粘
膜

に
生
息
し
ま
す
が
、
不
衛
生
な
飲
み
水
や
既
感
染
者
の
唾
液

を
介
す
る
感
染
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ピ
ロ
リ
菌
検
査
を
受

け
て
、感
染
し
て
い
る
場
合
は
専
門
医
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

胃
酸
分
泌
を
抑
え
る
薬
と
抗
菌
薬
を
組
み
合
わ
せ
た
除
菌
治

療
の
成
功
率
は
80
〜
90
％
程
度
で
す
。
除
菌
後
は
胃
が
ん
の

可
能
性
が
大
き
く
低
下
し
ま
す
が
、
年
１
回
程
度
の
定
期
的

な
内
視
鏡
検
査
を
続
け
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
宮
頸
が
ん
の
原
因
と
な
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
は
性
交
渉
に
よ
り
感

染
し
ま
す
。
性
経
験
の
あ
る
女
性
で
は
約
80
％
が
一
度
は
感

染
す
る
と
の
報
告
も
あ
り
ま
す
。
多
く
の
場
合
は
ウ
イ
ル
ス

が
自
然
に
消
滅
す
る
一
方
で
、
繰
り
返
し
て
感
染
を
お
こ
す

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
長
期
に
わ
た
る
持
続
的
な
感
染

が
細
胞
に
障
害
を
引
き
起
こ
し
、
が
ん
病
変
に
伸
展
す
る
リ

ス
ク
を
高
め
ま
す
。
子
宮
頸
が
ん
の
リ
ス
ク
を
低
下
さ
せ
る

た
め
に
、
定
期
的
な
検
診
と
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
推
奨

さ
れ
ま
す
。

◆
効
果
の
あ
る
が
ん
検
診
を
定
期
的
に
受
け
ま
し
ょ
う

　

が
ん
検
診
に
は
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
よ
っ
て
死
亡

率
を
減
ら
す
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
一
方
、
が
ん
の
疑
い
と
判
定

さ
れ
て
も
精
密
検
査
で
が
ん
で
な
か
っ
た
り
（
偽
陽
性
）、

見
つ
け
に
く
い
が
ん
を
見
逃
し
た
り
（
偽
陰
性
）、
検
査
に

伴
っ
て
偶
発
症
が
起
こ
る
な
ど
の
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま

す
。
厚
生
労
働
省
は
が
ん
検
診
の
効
果
を
科
学
的
な
方
法
で

評
価
し
、
メ
リ
ッ
ト
が
デ
メ
リ
ッ
ト
を
上
回
る
も
の
と
し
て

胃
が
ん
検
診
、
大
腸
が
ん
検
診
、
肺
が
ん
検
診
、
乳
が
ん
検

診
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
を
推
奨
し
て
お
り
（
表
３
）、
こ
れ

ら
の
検
診
は
ほ
と
ん
ど
の
市
町
村
が
費
用
の
多
く
を
公
費
負

担
し
て
い
ま
す
。

　

が
ん
の
進
行
度
は
、０
か
ら
Ⅳ
ま
で
の
病
期
（
ス
テ
ー
ジ
）

で
表
さ
れ
、
０
期
に
近
い
ほ
ど
が
ん
が
小
さ
く
留
ま
っ
て
お

り
、
Ⅳ
期
に
近
い
ほ
ど
が
ん
が
広
が
っ
て
（
進
行
が
ん
）
い

ま
す
。
最
近
の
調
査
に
よ
る
と
、
胃
が
ん
、
大
腸
が
ん
、
乳

が
ん
、
子
宮
頸
が
ん
に
つ
い
て
は
、
Ⅰ
期
で
発
見
さ
れ
る
と

10
年
生
存
率
が
９
割
を
超
え
て
い
ま
す
（
表
４
）。
が
ん
検

診
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
て
、
正
し
い
知
識
を
持
っ
て
が

ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

◆
気
に
な
る
症
状
が
あ
る
時
に
は
医
療
機
関
へ

　

検
診
は
症
状
が
な
い
人
が
受
け
る
検
査
で
す
。
痩
せ
て
き

た
、
咳
が
続
く
、
食
欲
が
な
い
、
乳
房
に
し
こ
り
や
く
ぼ
み

が
あ
る
、
下
血
や
お
り
も
の
が
あ
る
な
ど
の
体
調
変
化
に
気

づ
い
た
時
は
、検
診
で
は
な
く
必
ず
医
療
機
関
を
受
診
し
て
、

診
断
の
た
め
の
適
切
な
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

表２ 累積がん死亡リスク 表１ 累積がん罹患リスク

図２ 主な部位別のがん罹患数（2019年､女性､単位は例）※上皮内がんを除く 図１ 主な部位別のがん罹患数（2019年､男性､単位は例） ※上皮内がんを除く

図４ 主な部位別のがん死亡数（2021年､女性､単位は人）

図３ 主な部位別のがん死亡数（2021年､男性､単位は人）

国立研究開発法人国立がん研究センター 人口動態統計がん死亡データを元に作成

国立研究開発法人国立がん研究センター 人口動態統計がん死亡データを元に作成

国立研究開発法人国立がん研究センター 全国がん罹患データを元に作成 国立研究開発法人国立がん研究センター 全国がん罹患データを元に作成

※相対生存率は、あるがんと診断されて10年後に生きている割合が、日本人全体で

　10年後に生きている割合と比べてどのくらい低いかを表す。

　100％に近いほど治療で生命を救えて、０％に近いほど治療で生命を救い難い。

　 出典：公益財団法人がん研究振興財団 がんの統計2022

表３ 厚生労働省が推奨するがん検診

表４ がんの種類・進行度別の10年相対生存率（％） 2008年診断例

国立研究開発法人国立がん研究センター 2019年グラフデータベースを元に作成 国立研究開発法人国立がん研究センター 2019年グラフデータベースを元に作成
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「がんで「がんで
 死なないために　死なないために　
 知っておきたいこと」知っておきたいこと」
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OAフロアヒーターの設置位置

ZEB Ready達成
　　　　　　　　　　　　　　　　　
 ■エネルギー消費性能　BEI：0.50

 ■一次エネルギー消費量

 　設計値　　797.9GJ/年

 　基準値　1,599.5GJ/年

 ■外皮性能　BPI：0.58
　　　　　　　　　　　　　　　　　
ZEBプランナー：北海道電力様

事務所１ 事務所２
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Ｓ
・
Ｐ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

Ｓ
・
Ｐ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

　今回のきらECOは令和４年７月に竣工した 「Ｓ.Ｐホールディングス株式会社」 様の新社屋のご紹介

です。 持続可能な社会の実現に向けて『ZEB Ｒeady』を達成したオフィス。

　更にＳ.Ｐホールディングス株式会社様が目指したのは「安全」。セキュリティを強化したICT環境

を整えました。
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技術部 設計課

浅瀬石  栞 さん

日々のお仕事の内容は？

　主に機械設備の設計図の作成、現地調査。設計対象の現場へ実際に行き、

事前に入手している既存図に記載されている機器の位置と実際の位置や

対象機器の有無など確認し作図しています。

　現場で確認した事を踏まえて図面と現場での相違やお客様からの配置

変えなどの要望に対し設計図の修正を行っています。

どんな事に気を付けてお仕事されていますか？

　未だ設計図作成や空気調和設備、給排水設備について覚えることが多

いです。解らない事があれば直ぐに上司に聞く（確認する）ことを第一

に心がけてます。

会社のＰＲ

　弊社は３年前に創業75周年を迎えました。北海道発祥の地であり道内

でも多くの施工実績があります。設計・施工・保守３つの業務を展開し

ながら先輩達が築き上げた実績や経験を日々得意先からのいただいた業

務を通して技術継承や人材の育成を行っております。

　当社社訓の一つに「お得意の信用に答えよ。」があります。これからも

一つ一つ課題に対して向き合い、お得意の信用に答えていきます。

休日の過ごし方は？

　昼ぐらいまで寝て、起きたら夜ご飯も食べないでずっと本を読んだり、

ゲームをしたりリラックスした時間を過ごします。読書は一度読み始め

ると後の展開が気になってしまい、やめ時を忘れてしまう程です。

趣味 ・特技は？

　読書と文房具集め。読書は主にサスペンスものをよく読んでおり、家

の本棚に入りきらないぐらいになっています。文房具は新しいものが出

たら使いもしない色やら、まだ使っているのに同じ色を買ってしまい、

文房具入れが圧迫されていって困ってます。

　今回も「KIRAMEKI」の発刊に際しまして、多くの方々にご協力をいただきまし

た。ありがとうございました。

　前回に引き続き、学生向け就職案内 第5弾として実際に稼働している現場に足を

運び、施工管理に携わる方の一日に密着しました。現場担当者の一日の仕事の流れをわかりやす

くまとめました。学生の皆さんには施工管理の仕事のイメージがつかめたのではないでしょうか。

この業界の仕事に対して理解を深めていただけたら幸いです。

　竣工現場紹介として「札幌市動物愛護センター あいまる さっぽろ」と「古平町複合施設」、「Ｓ・Ｐホールディン

グス㈱社屋」を取り上げさせていただきました。３物件共にカーボンニュートラルに向けた取り組みを行いそれぞ

れ、ZEB Ready、Nearly ZEBの達成を実現しました。外断熱やアースチューブによる換気負荷の低減、躯体放射冷暖

房、太陽光発電ガラスの採用などを行い建物全体のエネルギー性能の向上を図りました。

　件数としては少ないですが、北海道内でも寒冷地ならではの建築・設備計画の構築によって国が進めるカーボン

ニュートラルな社会の実現に向けて貢献する建物が徐々に増えてきています。ここでのエネルギーの検証結果など

が今後のシステム発展の一助になればと思います。

　また「医師の言の葉」では佐々木先生から「がんで死なないために知っておきたいこと」を寄稿していただきま

した。節酒、食生活の乱れ、運動習慣など耳の痛くなる内容ですが、数値ではっきりと示されていますので心して

定期的な検診を受けましょう。


